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ス ま え が き

斜 杭 は 水 平 力 の 作 用 す る 構 造 物 の 基 礎 工 と し て 最 も合 理 的 な 支 持 条 件 を 与 え る もの で 、

外 国 で は 可 成 り採 用 さ れ て い る が 、 我 国 で は 今 日 ほ と ん ど 用 い られ て な く、 わ ず か に 斜 角

/θ °前 後 の もの が 使 用 さ れ た 例 を 聞 くの み で あ る 。

こ こに 、 名 神 高 速 道 路 に お い て は 、 多 数 に 建 設 を 予 定 さ れ て い る 高 架 橋 、擁 壁 等 諸 構 造

物 の 基 礎 に 斜 杭 を 用 い る こ と を 考 え 、 そ の 設 計 .施 工 上 の 基 本 資 料 を 得 る た め に 斜 杭 の 載

荷 試 験 を 行 つ た の で 報 告 す る 。 な お 、 並 行 して 垂 直 杭 載 荷 試 験 を も試 み た の で 簡 単 に 述 べ

る 。

ユ  試 験 箇 所 の 地 盤 状 態

本 試 験 は 京 都 市 伏 見 区 深 草 1日練 兵 場 跡 で 行

つ た 。

載 荷 試 験 に さ き だ ち 標 準 貫 入 試 験 を 行 つ た

が 、 そ の 結 果 は 図 ― t/ 1に示 す よ う に 地 表 面 “

θ～ ` 0い は 軟 弱 な 有 機 上 に お お わ れ 、 そ の

下 は 砂 礫 質 の 沖 積 層 で 基 盤 は GL - 7よ "に

出 現 を 見 て い る。

図 ― 1 / 1
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3  打 込 方 法

打 込 設 備 は 写 真 ― ω に 示 す よ うに 可 変 型 P& Hト ラ

ック .クレーン を 使 用 し、 鋼 製 ドロ ツ プ ハ ン マ ー (重 量

スタt )に て 打 込 を 行 つ た o杭 打 に さ い して キヤツプは 鋼

製深 2よο"、 、厚 2ο¨ 、 りヾツキングは松板 厚 30物 を

認枚 用 い、 さ らに下部 に藁 を使用 して杭 が機損 しない

よ うに充 分注意 した。

写 真 一 1/ )

4  斜 杭 試 験

試験 は高 い水平荷 重 を支持 し得 る よ うに一 般 に用 い られ る最 大 の斜角 30° を採 用 し、

試 杭 は 」.1・Sに よつて製造 され た中空 円形断 面 (径 30 C " )、 現 場で製作 され た正方形

面 (ヨθ π X3θ ")の もの で長 さ `"及 び ′2お のお の 2本 づ つ用 い た。
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